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調和的認識論

調和主義の基礎的哲学の一部。参照：調和実在論、宇宙、人間存在。



現実が多次元であるため、単一の認識方法では全体を把握するのに十分ではありません。調和実在論（Harmonic Realism）には調和的認識論が必要とされます。それは、意識の様々な段階と現実に対応する複数の認識方法を認識し、各々がその適切な領域内で有効であることを認めるものです。


A. 断片化された知識の問題

ルネサンス以後の西洋における科学と精神性の分離は、客観的経験論（Objective Empiricism）と内的知識との間に明確な分裂をもたらしました。唯物論（Materialism）と科学の非公式な融合は、時に科学主義と呼ばれる独断的な信念体系を生み出しました。それは、意識的あるいは無意識的に、物質的現実が唯一の現実であり、他のすべての現象（感情的、精神的、霊的）は物質と神経系の進化的副産物であるという仮定に依存しています。反対側では、多くの精神体系が精神が唯一実在し、物質は完全な幻想であると主張しています。両方の立場は部分的です。統合的哲学は、物質と精神は等しく実在し、現実の複数の次元に対応する複数の認識方法が存在することを主張しています。



B. 調和的認識論的勾配

調和主義（Harmonism）は、最も外的で物質的なものから最も内的で精神的なものまで広がる認識方法のスペクトラムを認識しています。これは、ある方法が他より「優れている」という階層ではなく、各方法がその適切な領域内で権威的である勾配です：


	客観的経験論（感覚的知識）：物理的感覚とその科学的拡張の領域—顕微鏡、望遠鏡、機器、統計分析。これは自然科学の認識論的基盤であり、現実の物質的で測定可能な次元に対して権威的です。

	主観的経験論（現象学的知識）：規律ある内観と意識の内的層の観察の領域—現象学者が経験の本質的構造と呼ぶもの。ここでは方法はなお経験的ですが、データは外部ではなく内部です。

	理性的・哲学的知識：論理、推論、概念的分析、体系的思考の領域。これは哲学、数学、統合的総合の基盤です。ヴェーダ伝統では、理性的思考は真実に到達する手段として使用されるのではなく、より高い意識レベルですでに見られた、または経験された真実をできるだけ忠実に表現する手段として使用されました。

	微細知覚的知識：微細な物理的および潜在的現象の領域—透視、透聴、エネルギー的知覚を通じて知覚可能。これは、より高いチャクラ（5番目から7番目）を通じて活性化される能力に対応し、調和主義（Harmonism）が第二の気づき（Second Awareness）と呼ぶものの領域です：物事の間のスペースとわたしたちの周囲の光の現実を知覚する能力。

	同一性による知（グノーシス）：直接的で、仲介されない知の領域—神秘的伝統がグノーシス、悟り、三昧と呼ぶもの。ここではもはや、粗い形でも微細な形でもなく、純粋な意味または直接的な知があります。知者と知られるものは一つです。




「わたしたちが到達しなければならない知識は、知識的真理ではなく、正しい信念でも、正しい意見でも、自分自身と物事についての正しい情報でもありません。古いインド思想が知識によって意味したのは、最高の真実を直接知覚と自己経験において所有する意識です：わたしたちが知っている最高なるものになること、それであることが、わたしたちが本当に知識を持つことの徴です。」 — スリ・オーロビンド、『ヨガの総合』



この勾配は包括的です：それは認識方法を拒否しませんが、各々をより大きなスペクトラム内に位置付けます。ヴェーダ伝統はヴィディヤー（一者の知識）とアヴィディヤー（多様性の知識、すなわち科学）を区別し、現実の完全な理解のために両者が必要であると主張しました。調和主義（Harmonism）は同じ立場をとります。



C. 調和的知識の原則

調和主義的知識へのアプローチを支配する原則が複数あります：


	非排除：自らの領域の妥当性テストに合格する真理主張は、その参照枠内で部分的に真理として受け入れられなければなりません。正当な問い合わせの方法は事前に除外されません。

	補完性：量的と質的の二項対立、客観的と主観的の間の、科学的と精神的の間の二項対立は誤った分割です。これらは対立した方法ではなく、認識の単一スペクトラムの補完的側面です。統一された方法論を人間経験のすべての領域に適用することはできません。

	非独断的調査：先入観の結論を支持する理由またはデータを探すことを避けるよう注意を払う必要があります。開放的で批判的な調査の態度が不可欠です—テーゼは経験的根拠と弁証的要素の両者を含むべきで、対立する見方の均衡のとれた検討です。

	体現された智慧が最高の方法である：最高の知の形態は抽象的な理解ではなく、真実の生きられた経験です。これが調和主義（Harmonism）が体現された智慧（Embodied Wisdom）と呼ぶもの—知識がわたしたちの心に単に保有されるのではなく、わたしたちの存在の中で実現されるもの。

	方法論は存在論を反映する：現実が本質的に調和的であれば—Logosによって秩序づけられ、あらゆるスケールで繰り返される生きた分数のパターンとして—その現実に適切な知識体系はそれ自体が分数的で、再帰的で、調和的に秩序づけられていなければなりません。調査の構造は、調査されるものの構造を反映する必要があります。断片化された方法論は統合された現実を認識することはできません；還元的方法は全体的な宇宙を把握することはできません。この原則は調和主義（Harmonism）の独自建築を支配します：調和の輪の7+1構造は恣意的な分類学ではなく、Logosが存在の中に表現するもの中で知識の中に反映しようとする試みです。

	体系的全体性：いかなる体系も隔離して理解することはできません。すべての現象は関係のネットワーク—生物学的、エネルギー的、社会的、宇宙的—の中に存在し、分析のためにそのネットワークから抽出することは必然的にそれを歪めます。調和的認識論は統合的見方を主張します：分析は明確さのために隔離するかもしれませんが、理解は全体に戻る必要があります。これは限定不二論の認識論的表現です—現実は最終的には統合された全体であり、それは本物の多様性を通じて表現されます。





D. 科学と精神性

科学と精神性は対立ではなく補完的です—両者は現実の異なる層を明らかにします。科学は物質的次元に対して権威的です；瞑想的実践は精神的次元に対して権威的です。どちらも他を代替することはできず、どちらもその適切な領域内で他を反駁することはできません。調和主義（Harmonism）における意識は、より広いヴェーダ的意味で理解されます—単なる精神的気づきではなく、存在全体に浸透し、無機物の曇った静止した形から最も光の輝く気づきまで、通常の心がこの広大なスペクトラムのどこかにある無限の段階で発現するもの。

倫理については：それは哲学的原則と物質的・物理的原則の両者によって導かれます—自然の物理法則は、わたしたちが経験的に知ることで、生きるべき正しい方法を知らせます。わたしたちは例えば、睡眠が本質的な生理的必要性であること、息をするために空気が必要であること、人生を維持しなければならないことを知っています。これらは意見ではなく、ヴェーダ伝統で Ṛta として知られている宇宙秩序である Logos の表現です—生物的レベルで。

これが調和主義（Harmonism）全体を下支えする認識論的立場です：真実は多次元的であり、それを知ることは人間のあらゆる能力の従事を必要とします—感覚的、理性的、瞑想的、そして神秘的。調和主義（Harmonism）は確実性が利用可能でない場合に確実性を主張しません。それは現実が構造を持つこと、この構造は適切な能力を通じて知覚可能であること、すべての有効な認識方法の統合が人間存在に利用可能な最も完全な理解への道であることを主張します。



参照：調和実在論、宇宙、人間存在、魂の5つの地図、存在のあり方、認識論的危機、応用的調和主義、調和主義
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